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 Fig.1 婚姻色に染まった雄           Fig.2 抱卵した雌 

１ はじめに 

ハリヨ Gasterosteus microcephalus (Fig. 1、 2)とはトゲウオ科イトヨ属に属する体長５～7cmの小

型淡水魚でその特異な生態形態により絶滅が危惧される希少淡水魚である。低水温にのみ生息して

おり、遊泳力が極めて脆弱であるといった特徴から局所的な分布域を有している。また、現在国内

では滋賀県と岐阜県のみで生息が確認されている（森、 2016）。それぞれ滋賀県由来の近江個体

群、岐阜県由来の美濃個体群と遺伝的に明確に区分することが可能であり、各県内においても湖沼

や河川等生息地点毎に独自のハプロタイプを保持していることが知られている（Watanabe Mori and 

Nishida, 2003）。よって、保全は種単位ではなく、個体群単位で行われることが重要である。これ

までの研究により、当該個体群は現在も独自のハプロタイプを保持していることが証明されている。 

２ 研究における調査活動 

２－１ 再流域調査 

2019年に当該河川の流域調査を実施し、生息確認地点を 2ヵ所(R-1、L-0と呼称)、放流などが可

能と考えられる生息可能地点を 4 か所(A～D と呼称)発見している。その後の研究は生息確認地点

2 ヵ所の個体群調査を重点的に実施していたため、再度流域調査を実施した(Fig.3、4)。 

 

 

 

 

 

Fig.3 2019年の調査結果          Fig.4 今回の調査結果 

 

 その結果、生息が確認されていた R-1 は水の流れが変化し、水が枯れた状態で個体を確認する

ことができなかった。4か所の生息可能地点の内、A および Bは護岸工事により埋め立てられ消失



 

 

し、C は水温や水草の状態からハリヨの好む環境

とは異なる環境へと変化しており(Fig.5)、D はハ

リヨの好む環境が維持されてはいるが、アメリカ

ザリガニ（procambarus clarkii）やブルーギル

(lepomis macrochirus)等が多数生息しており、ハリ

ヨの生息は不可能であると考えられた。 

 

Fig.5 水草が消失した地点 C 

２－２ 産卵時期の明瞭化 

2019年の調査開始以来、極めて大きな個体群が存在している L-0については、標識再補法による

個体数調査や成熟度調査など定期的な調査を実施してきたが、個体数の変動が大きいという結果を

得ていた。ハリヨは砂地の川底に巣を作って産卵するため、川を踏み荒らす調査活動は繁殖に大き

な影響を与える可能性はこれまでより指摘されていた。そこで個体群に与える影響が特に大きいと

考えられる産卵時期について明瞭化をおこない、調査がハリヨの産卵に与える影響を極限まで減ら

すことを考えた。 

長浜バイオ大学の協力の下、環境 DNA による産卵時期の特定を実施した(Table1、Fig.6)。 

 

Table 1 環境 DNA 

 

8 月末には低い値であった環境 DNA 量が 11 月頭には約

160 倍に増加していることが確認された。 

これにより遅くとも 8 月末時点では産卵を終え、成魚は

ほぼ死滅していることが推測され、遅くとも 10月下旬には

卵は孵化しており、個体数が増加していることが考えられ

る。よって、8月～10月の間は、川底を踏み荒らすような活

動は避けるべきであることが示された。 

                           Fig.6 環境 DNA 

 

しかし、一般に産卵期のピークは 3月～6月と言われ、場合によっては年間を通して産卵がみら

れるため、その他の期間においても極力生息地への進入を避ける必要があることが示唆された。 

 

２－３ 遊泳力調査 

過去の調査において調査地点の 1km 以上上流の地点でハリヨが捕獲された事例が確認されてい

る。これはハリヨがある程度の遊泳力を持ち、上流へと遡上している可能性があることが考えられ

る。そこで当該個体群のハリヨの遊泳力を測定するために遊泳力測定装置(Fig.7)を作成し、調査を

行った。 

 



 

 

 
Fig.7 遊泳力測定装置 

 

遊泳力測定装置を本流の流速が異なる何ヵ所を選定し、装置内の任意の位置に捕獲したハリヨを

放し、遡上が可能かを検証した。下流側には網を張り、ハリヨが流されたとしても回収できるよう

にした。 

結果としては、本流の流速であってもある程度同じ位置に留まる個体は確認できたものの、遡上

できるほどの遊泳力を所持しているとは言い難いものであった。 

よって、ハリヨは本流を遡上しているのではなく、別の方法で遡上していることが示唆された。

例えば大水の後は普段は水が流れていない部分にも水が流れ、大水が去った後もしばらく残ること

が考えられる。このような部分を用いながら遡上し、生息域を拡大していくことは可能ではないか

と考えた。 

 

２－４ 機器による調査 

生息地に侵入し、川底を踏み荒ら

すと個体群に大きな影響を与える

可能性があるため、ドローンや水中

カメラ、水中ドローンを用いた調査

へと移行を試みている。 

ドローンについては生息地付近

が木々に覆われているため、ある程

度の操作技術が必要と考えられる

ため現在操舵技術を訓練中である。

水中カメラ、水中ドローンについて

は、水中の明瞭な映像は確認できた

ものの、ハリヨ自体や巣を発見する

には至っていない(Fig.8)。         Fig.8 機器による調査 

 

 

３ 研究における様々な交流 

 

長浜バイオ大学をはじめ、北海道大学、滋賀県立大学、琵琶湖博物館といった機関と交流する機

会を持つことができた。当該個体群の生息地外保全については滋賀県立大学と琵琶湖博物館が実施

する運びとなった。絶滅が危ぶまれていた当該個体群の生息地外保全が叶ったことは一つの成果で

あると言える。 

今後も自分たちにできることを模索し、ハリヨ保全に関わっていきたいと考えている。 

 

 



 

 

４ まとめ 

再流域調査により当該個体群の実情が鮮明になり、さらに絶滅に向かい加速していることが判明

した。また、自分たちの調査方法が保全対象に負担を与える可能性を考慮し、環境 DNA やテクノ

ロジーを用いた視点から活動を見つめなおすことができたのは大きな成果である。さらに、生息地

外保全の実現という当初の目標が実現されたことも一つの成果であると言える。 

今後は、生息地に負担をかけないようにテクノロジーを駆使して調査を続けると共に、民間企業

と連携した生息地外保全や啓発活動を実施していきたい。 
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